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金子総務相
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理 事 会
第228回

金
子
恭
之
総
務
相
は
あ
い

さ
つ
で
、
人
口
減
少
や
過
疎

化
の
進
行
な
ど
様
々
な
課
題

の
解
決
に
は
、
活
力
あ
る
地

域
づ
く
り
が
重
要
で
あ
り
、

総
務
省
と
し
て
も
自
治
体
が

地
域
の
発
展
の
た
め
に
積
極

的
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
自

治
体
に
寄
り
添
っ
て
支
え
て

い
き
た
い
と
述
べ
た
ほ
か
、

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
基
盤
と
な

る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

メ
リ
ッ
ト
や
安
全
性
を
紹
介

し
、
自
治
体
の
カ
ー
ド
申
請

促
進
へ
の
積
極
的
な
取
り
組

み
に
理
解
と
協
力
を
求
め
た
。

清
水
富
雄
会
長（
横
浜
市
）

は
あ
い
さ
つ
で
「
最
近
の
地

方
議
会
議
員
選
挙
に
お
け
る

投
票
率
の
低
下
、
無
投
票
当

選
の
増
加
、
議
員
の
な
り
手

不
足
の
状
況
は
、
住
民
自
治

の
根
幹
に
関
わ
る
深
刻
な
問

題
」
と
危
機
感
を
示
し
、来

年
春
に
統
一
地
方
選
挙
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
若

者
や
女
性
、
会
社
員
な
ど
多

様
な
人
材
の
地
方
議
会
へ
の

参
画
促
進
の
た
め
、
地
方
議

会
の
位
置
付
け
や
議
員
職
務

の
地
方
自
治
法
へ
の
明
確
な

規
定
、
立
候
補
に
伴
う
休
暇

保
障
や
議
員
活
動
の
た
め
の

休
職
、
任
期
満
了
後
の
復
職

な
ど
労
働
法
制
の
見
直
し
な

ど
に
つ
い
て
強
く
求
め
て
い

く
」
と
意
向
を
表
明
し
た
。

ま
た
、
政
治
分
野
に
お
け

る
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す

る
観
点
か
ら
「
議
員
研
修
モ

デ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
2
面
）

を
作
成
し
、
各
市
議
会
に
お

け
る
議
会
改
革
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
積
極
的
に
支
援
す

る
と
述
べ
た
。

市
議
会
に
お
け
る
デ
ジ
タ

ル
化
へ
の
対
応
に
つ
い
て
も

都
道
府
県
、
町
村
議
長
会
と

共
同
で
総
務
省
な
ど
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
各
市
議
会

へ
の
情
報
提
供
な
ど
支
援
に

努
め
て
い
く
と
し
た
。

地
方
行
財
政
に
つ
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
厳
し
い
財
政
状

況
が
続
く
中
、地
方
税・地
方

交
付
税
な
ど
一
般
財
源
総
額

に
つ
い
て
充
実
確
保
を
求
め

て
い
く
ほ
か
、
地
方
制
度
調

査
会
の
運
営
に
お
い
て
総
会

お
よ
び
専
門
小
委
員
会
で
の

地
方
代
表
の
発
言
機
会
の
拡

充
を
求
め
て
い
く
と
し
た
。

理
事
会
で
は
ま
た
、
各
委

員
会
の
活
動
方
針
（
３
～
4

面
）
や
第
33
次
地
方
制
度
調

査
会
の
審
議
状
況
、
骨
太
の

方
針
２
０
２
２
、
デ
ジ
タ
ル

田
園
都
市
国
家
構
想
基
本
方

針
等
に
つ
い
て
そ
の
動
向
や

本
会
の
方
針
を
説
明
し
た
ほ

か
、「
全
国
市
議
会
議
長
会

90
年
史
」
の
発
刊
（
5
面
）、

「
第
17
回
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

in
長
野
」（
8
面
）
等
の
説
明

が
あ
っ
た
。

こ
の
ほ
か
会
合
で
は
、
吉

川
浩
民
総
務
省
自
治
行
政
局

長
が
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
促
進
を
は
じ
め
と

す
る
諸
課
題
へ
の
取
組
」
と

題
す
る
講
演
が
あ
っ
た
。

本
会
各
委
委
員
長

活
動
方
針
を
報
告

第
２
２
8
回
理
事
会
が
7
月
5
日
、
都
内
で
開
催
さ
れ
、
金
子
総
務
大
臣
が
あ
い
さ
つ

に
立
っ
た
ほ
か
、
欠
員
と
な
っ
て
い
た
副
会
長
、
部
会
長
を
選
任
し
た
。
ま
た
、
委
員
会
の

活
動
方
針
な
ど
も
決
定
し
た
。

本日、安倍晋三元内閣総理大臣が演説中に銃撃され、
ご逝去されたという突然の悲報に接しました。心より
ご冥福をお祈りいたしますとともに、謹んで哀悼の意
を捧げます。
安倍元総理におかれましては、歴代最長の在任期間
中に、長引くデフレ経済からの脱却をはじめ、地方創
生による地域の再生、頻発・激甚化する大規模災害の
復旧・復興、新型コロナの感染拡大防止など、我が国
が直面する困難な諸課題に懸命に取り組んでこられま
した。ご生前のご功績に深甚なる敬意を表します。
今回のような痛ましい事件が二度と起こらないよう
に、銃器犯罪を含めあらゆる暴力の根絶を図り、安心
安全な社会の実現に向けて、国を挙げて全力で取り組
まれることを強く求めます。
令和 4年７月８日

全国市議会議長会会長　清水富雄

安倍元内閣総理大臣のご逝去について

清水会長
（横浜市）
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原副会長
（熊本市）

宮内四国部会長
（徳島市）

標
準
規
則・条
例
の
精
査
へ

本
会
検
討
会
議
へ
諮
問

鳩山総務大臣政務官（右から4人目）

田所自民党総務部会長（左から4人目）

「
政
治
分
野
に
お
け
る
男

女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す

る
法
律
」
が
昨
年
６
月
に
改

正
さ
れ
、
男
女
を
問
わ
ず
立

候
補
や
議
員
活
動
を
し
や
す

い
環
境
整
備
の
た
め
、
国
お

よ
び
地
方
公
共
団
体
に
お
け

る
施
策
の
強
化
が
求
め
ら
れ

た
。
具
体
的
に
は
、
▽
家
庭

生
活
と
の
両
立
支
援
の
た
め

の
体
制
整
備
等
の
環
境
整
備

▽
セ
ク
ハ
ラ
・
マ
タ
ハ
ラ
等

の
発
生
の
防
止
に
資
す
る
研

修
の
実
施
や
相
談
体
制
の
整

備
な
ど
の
施
策
を
講
じ
る
こ

と
が
同
法
で
明
記
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
本
会
で
は
、
各
市
議
会
で

の
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に

関
す
る
取
り
組
み
を
支
援
す

る
た
め
、「
議
員
研
修
モ
デ
ル

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
作
成
し
た
。

7
月
中
旬
に
本
会
Ｈ
Ｐ
で
配

信
予
定
。

男
女
共
同
参
画
の
取
組
支
援

議
員
研
修

作
成

モ
デ

プ
ル

ロ
グ
ラ
ム １  基調講演

全国市議会議長会作成による
オンデマンド配信（約１時間）
テーマ	 「地方議会における男

女共同参画の推進」
講　師	 駒澤大学法学部教授
	 　大山 礼子  氏

 ２  ハラスメント防止研修
内閣府男女共同参画局作成の
動画教材「政治分野におけるハ
ラスメント防止研修教材（令和４
年４月）」 の活用（約３０分）

 ３  各市議会独自の研修（任意）
例：ケーススタディ、グループディ
スカッション等

赤池内閣府副大臣（右から4人目）

•  正副会長による要望活動 •

男女共同参画の推進に関する議員研修モデルプログラム

駒澤大学法学部教授
大 山 礼 子  氏

一橋大学大学院法学研究科修士
課程修了。博士（法学）。
国立国会図書館勤務、聖学院大
学助教授、同教授を経て、２００３年
より現職。第２9、３０、３１、３２次地
方制度調査会委員。

本
会
作
成
の
標
準
市
議
会

会
議
規
則
、
委
員
会
条
例
は
、

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
や

同
法
の
解
釈
変
更
等
に
よ
る

改
正
を
行
っ
て
き
て
い
る
が
、

そ
れ
以
外
の
見
直
し
は
ほ
と

ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
た
め
、
他
の
議
会
団

体
（
都
道
府
県
議
長
会
、
町

村
議
長
会
）
の
規
則
お
よ
び

条
例
と
異
な
る
規
定
や
デ
ジ

タ
ル
化
の
進
展
な
ど
、
こ
れ

ら
の
制
定
当
時
に
は
想
定
さ

れ
な
か
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え

た
見
直
し
が
必
要
と
な
っ
て

い
る
。

理
事
会
に
先
立
ち
4
日
に

開
催
さ
れ
た
部
会
長
会
議
で

は
、
標
準
会
議
規
則
等
の
改

正
等
に
関
す
る
検
討
会
議
に

対
し
て
、
こ
れ
ら
規
則
及
び

条
例
全
般
を
精
査
し
、
改
正

の
是
非
も
含
め
た
検
討
を
求

め
る
諮
問
を
決
定
し
た
。

清
水
会
長
は
じ

め
正
副
会
長
は
7

月
6
日
、
政
府
、

与
党
要
職
ら
に
面

談
し
、
来
年
の
統

一
選
に
向
け
て
、

地
方
議
会
の
位
置

付
け
、
議
員
職
務

の
地
方
自
治
法
へ

の
明
記
な
ど
―
総

会
決
議
事
項
5
項

目
に
つ
い
て
要
望

運
動
を
展
開
し
た
。

（
参
加
者
、
要
望
先

は
３
面
）

• 役員補欠選任 •

理
事
会
で
は
、
本
会

会
則
お
よ
び
部
会
か
ら

の
推
薦
に
基
づ
き
、
役

員
補
欠
選
任
を
実
施
。

欠
員
と
な
っ
て
い
た

副
会
長
に
原
亨
熊
本
市

議
会
議
長
、
四
国
部
会

長
に
宮
内
春
雄
徳
島
市

議
会
議
長
を
そ
れ
ぞ
れ

選
任
し
た
。
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【
4
面
へ
続
く
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
る
経
済
の

下
振
れ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情

勢
に
伴
う
物
価
高
騰

等
が
懸
念
さ
れ
る
中
、

令
和
５
年
度
に
お
い

て
も
大
幅
な
地
方
財

源
不
足
が
見
込
ま
れ

て
い
る
。
地
方
の
財

政
需
要
を
適
切
に
地

方
財
政
計
画
に
計
上

し
、地
方
税・地
方
交

付
税
等
の
一
般
財
源
総
額
を

確
保
・
充
実
す
る
こ
と
を
強

く
求
め
、
併
せ
て
、
臨
時
財

地
方
行
政
委
員
会

地
方
行
政
委
員
会

委
員
長 

川
崎
彰
治 

北
広
島
市
議
長

多
様
な
人
材
の
市

議
会
へ
の
参
画
に
関

し
て
、
第
33
次
地
方

制
度
調
査
会
に
お
け

る
審
議
事
項
に
「
地

方
議
会
の
あ
り
方
」

が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

今
後
、
同
調
査
会

の
審
議
状
況
を
注
視

地
方
財
政
委
員
会

地
方
財
政
委
員
会

委
員
長 

阿
部
銀
次
郎 
三
条
市
議
長

政
対
策
債
の
発
行
の
縮
減
と

償
還
財
源
の
確
保
を
求
め
て

い
く
。

ま
た
、
商
業
地
に
係
る
固

定
資
産
税
に
つ
い
て
、
令
和

４
年
度
は
、
課
税
標
準
額

の
上
昇
幅
が
評
価
額
の
２
・

５
％
と
現
行
の
２
分
の
１
に

抑
制
さ
れ
る
措
置
が
講
じ
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
今
年

度
限
り
と
す
る
と
と
も
に
、

令
和
５
年
度
以
降
は
負
担
の

均
衡
化
に
向
け
た
既
定
の
措

置
を
確
実
に
行
う
こ
と
を
強

く
要
望
し
て
い
く
。

し
つ
つ
、
先
の
定
期
総
会
で

採
択
さ
れ
た
決
議
に
基
づ
き
、

地
方
議
会
の
位
置
付
け
及
び

議
員
の
職
務
に
つ
い
て
、
来

年
の
統
一
地
方
選
挙
ま
で
に

地
方
自
治
法
で
明
確
化
す
る

よ
う
強
く
要
望
し
て
い
く
。

併
せ
て
、
立
候
補
に
伴
う

休
暇
保
障
や
議
員
活
動
の
た

め
の
休
職
、
任
期
満
了
後
の

復
職
な
ど
労
働
法
制
の
見
直

し
に
つ
い
て
も
要
望
し
て
い

く
。

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の

実
現
に
向
け
、
基
盤
整
備
に

必
要
な
人
材
の
育
成
確
保
、

適
切
な
個
人
情
報
保
護
な
ど

を
求
め
て
い
く
。

こ
の
ほ
か
、
地
方
創
生
や

過
疎
対
策
の
推
進
、
消
防
防

災
体
制
や
治
安
対
策
の
強
化

な
ど
に
つ
い
て
も
要
望
し
て

い
く
。

社
会
文
教
委
員
会

社
会
文
教
委
員
会

委
員
長 

近
藤
之
雄 

安
城
市
議
長

地
域
医
療
に
つ
い
て
は
、

医
師
不
足
や
偏
在
に
加
え
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
応
に
よ
り
、
極
め

て
厳
し
い
状
況
下
に
置
か
れ

て
い
る
。
今
後
も
住
民
が
安

心
し
て
必
要
な
医
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
医
師
確
保
対

策
を
は
じ
め
、
自
治
体
病
院

の
経
営
安
定
に
向
け
た
支
援

等
を
要
望
し
て
い
く
。

少
子
化
対
策
等
に

つ
い
て
は
、
出
産
育

児
一
時
金
の
現
状
に

見
合
っ
た
引
き
上
げ

や
幼
児
教
育
・
保
育

の
充
実
等
を
求
め
る

ほ
か
、
児
童
虐
待
防

止
対
策
、
子
ど
も
の

貧
困
対
策
な
ど
を
求

め
て
い
く
。

文
教
施
策
に
つ
い
て
は
、

教
職
員
の
人
材
確
保
と
働
き

方
改
革
の
ほ
か
、
い
じ
め
防

止
対
策
な
ど
を
求
め
て
い
く
。

こ
の
ほ
か
、
社
会
福
祉
や

保
健
衛
生
、
環
境
保
全
等
に

係
る
施
策
に
つ
い
て
も
要
望

し
て
い
く
。

•
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•
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•
•
•
•
•
•
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•
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【
要
望
先
】

▽
赤
池
誠
章
内
閣
府
副

大
臣
（
デ
ジ
タ
ル
田
園

都
市
国
家
構
想
、
地
方

創
生
）
▽
鳩
山
二
郎
総

務
大
臣
政
務
官
▽
田
所

嘉
徳
自
民
党
総
務
部
会

長
▽
石
田
真
敏
自
民
党

総
務
部
会
「
地
方
議
会

の
課
題
に
関
す
る
Ｐ

Ｔ
」
座
長
▽
橘
慶
一
郎

自
民
党
総
務
部
会
「
地

方
議
会
の
課
題
に
関
す

る
Ｐ
Ｔ
」
幹
事
長
▽
あ

か
ま
二
郎
自
民
党
総
務

部
会
「
地
方
議
会
の
課

題
に
関
す
る
Ｐ
Ｔ
」
事

務
局
長

【
要
望
参
加
者
】

▽
清
水
富
雄
会
長
（
横

浜
市
）
▽
篠
原
藤
雄
副

会
長
（
岩
見
沢
市
）
▽

高
岩
勝
人
副
会
長
（
金

沢
市
）
▽
田
中
晋
副
会

長
（
柏
市
）
▽
浅
野
裕

司
副
会
長
（
岐
阜
市
）

▽
笹
田
卓
副
会
長
（
浜

田
市
）
▽
原
亨
副
会
長

（
熊
本
市
）

•••  正副会長による要望活動 •••
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本
年
度
の
「
国
と
地
方
の

協
議
の
場
」
は
去
る
５
月
20

日
に
第
１
回
目
が
開

催
さ
れ
、「
骨
太
の
方

針
の
策
定
等
」、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
」
に
つ

い
て
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
。

全
国
の
地
方
公
共

団
体
が
、
重
要
か
つ

喫
緊
の
課
題
に
対
応
す
る
た

め
、
地
方
税
財
政
の
充
実
強

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
そ

の
優
れ
た
特
性
か
ら
、

我
々
の
生
活
に
多
く
の

便
益
を
も
た
ら
し
て
い

る
。
し
か
し
、
不
法
投

棄
や
ポ
イ
捨
て
さ
れ
た

多
量
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
が
生
態
系
を
含
め

た
海
洋
環
境
の
悪
化
な

ど
、
様
々
な
問
題
を
引

産
業
経
済
委
員
会

産
業
経
済
委
員
会

委
員
長 

立
脇
通
也 

松
江
市
議
長

建
設
運
輸
委
員
会

建
設
運
輸
委
員
会

委
員
長 

国
吉
昌
実 

南
城
市
議
長

国
と
地
方
の
協
議
の
場

国
と
地
方
の
協
議
の
場

等
に
関
す
る
特
別
委
員
会

等
に
関
す
る
特
別
委
員
会

委
員
長 

古
泉
幸
一 

新
潟
市
議
長

化
を
求
め
た
と
こ
ろ
。

今
後
も
地
方
公
共
団
体
が

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
き
め

細
か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
安

定
的
に
提
供
で
き
る
よ
う
、

引
き
続
き
地
方
税
財
政
の
充

実
強
化
等
を
強
く
求
め
る
。

ま
た
、
来
年
春
の
統
一
地

方
選
挙
に
向
け
て
、
多
様
な

人
材
で
構
成
さ
れ
た
活
力
あ

る
地
方
議
会
を
創
出
す
る
た

め
、
地
方
議
会
の
位
置
付
け
、

地
方
議
会
議
員
の
職
務
に
つ

い
て
地
方
自
治
法
へ
の
明
確

な
規
定
を
要
望
し
て
い
く
。

令
和
令
和
４４
年
度「
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
は
じ
め
と
す
る

年
度「
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
は
じ
め
と
す
る

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」

委
員
長 

大
川
　
裕 

小
田
原
市
議
長

き
起
こ
し
て
い
る
。

我
が
国
に
お
い
て
は
、
本

年
４
月
の
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

資
源
循
環
促
進
法
」
の
施
行

な
ど
、
様
々
な
取
組
が
実
施

さ
れ
て
い
る
が
、
多
く
の
課

題
を
抱
え
て
い
る
。

本
委
員
会
で
は
こ
の
よ
う

な
状
況
を
踏
ま
え
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
問
題
の
課
題
解

決
に
向
け
て
調
査
研
究
を
行

い
、国
等
に
対
す
る
要
望・提

言
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

農
林
水
産
業
対
策
は
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
影
響

で
食
料
の
安
定
供
給
が
重

要
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
食
料
自
給
率
の

向
上
の
た
め
に
も
農
林
水

産
業
の
担
い
手
の
育
成
・

確
保
な
ど
に
実
効
あ
る
対

策
を
講
じ
る
よ
う
求
め
る
。

中
小
企
業
振
興
対
策
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受

け
て
い
る
事
業
者
等
へ
の
支

援
や
中
小
企
業
が
持
つ
優
れ

た
技
術
や
雇
用
を
守
る
た
め
、

円
滑
な
事
業
承
継
の
取
組
の

ほ
か
、
農
商
工
連
携
な
ど
地

域
資
源
の
活
用
促
進
へ
の
支

援
な
ど
を
求
め
て
い
く
。

資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

は
、
電
力
不
足
が
懸
念
さ
れ

る
中
、
脱
炭
素
社
会
に
も
寄

与
す
る
、
地
域
に
お
け
る
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及

拡
大
の
更
な
る
推
進
な
ど
を

求
め
て
い
く
。

毎
年
の
よ
う
に
豪
雨
に

よ
る
河
川
の
氾
濫
が
相
次

ぎ
、
各
地
で
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、台
風・豪
雨
対
策
を
は

じ
め
、
避
難
対
策
な
ど
に

つ
い
て
要
望
し
て
い
く
。

各
種
交
通
基
盤
に
つ
い

て
は
、
道
路
や
鉄
道
等
の

整
備
促
進
を
要
望
す
る
。

地
域
公
共
交
通
は
、
人

口
減
少
や
高
齢
化
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
利
用
者
の
減
少
に
加
え
、

燃
料
価
格
高
騰
に
よ
る
影
響

に
対
し
、
事
業
者
等
へ
の
路

線
維
持
の
た
め
の
財
政
支
援

な
ど
を
求
め
て
い
く
。

こ
の
ほ
か
、
下
水
道
な
ど

の
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化

対
策
を
要
望
し
て
い
く
。

観
光
に
つ
い
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
に
よ
り
落
ち
込
ん
だ

地
域
経
済
の
回
復
に
向
け
た

各
種
施
策
の
充
実
強
化
を
要

望
し
て
い
く
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•



全 国 市 議 会 旬 報 第 2198 号（5）令和 4年 7月 15日号

「
90
年
史
」
の
編
纂
事
業

は
、
平
成
30
年
2
月
の
理
事

会
で
正
式
決
定
し
た
。
そ
の

後
、
正
副
会
長
、
事
務
総
長
、

次
長
、
部
長
級
職
員
、
会
長

が
委
嘱
す
る
編
集
顧
問
で
構

成
す
る
編
纂
委
員
会
を
設
置
、

そ
の
下
に
専
門
的
な
見
地
か

ら
意
見
を
聞
く
た
め
に
有
識

者
会
議
を
設
け
て
編
纂
作
業

を
進
め
た
。
編
纂
委
員
会
で

は
、
編
纂
作
業
の
方
針
策
定

90
年
史
で
扱
っ
た
昭
和
57

年
か
ら
の
40
年
間
を
顧
み
る

と
、
昭
和
、
平
成
、
令
和
と

時
代
が
移
り
変
わ
る
中
で
、

40
年
間
の
活
動
を
振
り
返
る

進
む「
改
革
」と
本
会
の「
活
動
」

昭
和
昭
和  

平
成
平
成  
令
和
令
和

本会は今年5月に創立90周年を迎え、これを記念して「全国市議会議長会90年史」
を発刊しました。

本会活動を記録した年史は、昭和47年に初めて「40年史」を編纂し、昭和57年に
「50年史」を発刊。その後、創立70周年、80周年にそれぞれ、本会の活動をまとめ
たリーフレット、冊子を発行しています。

「90年史」では、創立50周年までの半世紀については活動の概要を簡潔に記述
し、その後40年間の活動に焦点を当てて、時代的背景、組織・運営、政務・政策
活動を中心に取りまとめています。

「90年史」は6月30日付で全市議会に送付しました。

我
が
国
は
、
安
定
成
長
か
ら

バ
ブ
ル
経
済
を
経
て
低
成
長

へ
、
少
子
高
齢
化
と
人
口
減

少
社
会
の
到
来
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
の
急
速

な
進
展
な
ど
、
経
済
社
会
情

勢
は
劇
的
な
変
転
を
遂
げ
て

き
た
。
地
方
自
治
で
は
、
行

財
政
改
革
、
税
制
改
革
、
地

方
分
権
改
革
、
三
位
一
体
改

革
、
そ
し
て
平
成
の
大
合
併

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
「
改
革
」

が
次
々
と
進
め
ら
れ
た
。

90
年
史
は
「
記
述
編
」
と

「
資
料
編
」の
2
分
冊
で
構
成
。

記
述
編
で
は
、「
総
論
」

で
主
に
50
年
史
発
刊
後
の
40

年
間
の
改
革
の
時
代
背
景
と

清
水
富
雄 

会
長
　
書

序	－ 創立から半世紀 全国市議会議長会の活動と成果 －

第一編　総　論
第1章	改革時代のはじまり	/	第2章	バブル経済
とその崩壊	/	第3章	政治改革と地方分権	/	第4
章	「改革」と「財政再建」を焦点にする政治
の展開	/	第5章	平成の大合併と地域の変容	/	
第6章	「三位一体の改革」と縮小する地方財政	
/	第7章	世界経済危機と政権交代	/	第8章	社会
保障と税の一体改革	/	第9章	加速する人口減
少と地域再生への模索	/	第10章	続発する災害
と危機管理	/	第11章	地方分権の進展と地方議
会の権能拡充	/	第12章 地方議会改革の高まり
と住民・議会関係の進化	/	第13章	これからの
地方自治・地方議会をめぐる動向

第二編　各　論
第1章	組織	/	第2章	本会の運営	/	第3章	本会
の活動	/	第4章	政務活動	/	第5章	政策活動

第三編　市議会議員共済会
第1章	地方議会議員の年金制度の創設	/	第2章	
地方議会議員年金財政と制度改正	/	第3章	地
方議会議員年金制度の廃止	/	第4章	厚生年金
への地方議会議員の加入

第四編　座談会
第 53 代会長	 二之湯　智	（京都市）
第 55 代会長	 片	山					尹	（北九州市）
第 57 代会長	 藤	田	博	之	（広島市）
第 59 代会長	 関	谷					博	（下関市）
第 60 代会長	 佐	藤	祐	文	（横浜市）
第 62 代会長	 山	田	一	仁	（札幌市）
第 63 代会長	 野	尻	哲	雄	（大分市）

（敬称略）

第五編　特別寄稿
全国市議会議長会顧問	参議院議員	 二之湯　智
明治大学名誉教授	研究特別教授	 中	邨					章
日本経済新聞編集委員　	 谷		　隆	徳

（敬称略）

全国市議会議長会90年史 目次（記述編）

内
容
、
地
方
自
治
・
地
方
議

会
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
有

識
者
会
議
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ

章
を
分
担
し
て
執
筆
し
た
。

「
各
論
」
で
は
本
会
の
組

織
、
運
営
、
政
務
・
政
策
活

動
を
振
り
返
り
、「
市
議
会

議
員
共
済
会
」
で
地
方
議
員

の
年
金
制
度
の
創
設
か
ら
廃

止
に
至
る
歴
史
を
紐
解
い
た
。

歴
代
７
人
の
会
長
に
よ

る
「
座
談
会
」、
地
方
自
治・

地
方
議
会
に
極
め
て
造
詣
の

深
い
方
々
か
ら
の
「
特
別
寄

稿
」
も
あ
り
、
地
方
自
治
の

足
取
り
を
理
解
す
る
上
で
貴

重
な
記
録
と
も
な
っ
て
い
る
。

や
進
捗
状
況
の
報
告
、
課
題

の
整
理
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

歴代会長7名による座談会（令和2年11月11日）

〔座長〕
江藤	俊昭	 大正大学教授

〔委員〕
斎藤　	誠	 東京大学大学院教授	
大杉　	覚	 東京都立大学教授
沼尾	波子	 東洋大学教授

〔編集顧問〕
清水	達也	 元時事通信記者

 （敬称略）

有識者会議委員・編集顧問 有識者会議委員・編集顧問 (5人)(5人)

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

発 刊発 刊
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本
会
の
地
方
財
政
委
員
会
、

国
と
地
方
の
協
議
の
場
等
に

関
す
る
特
別
委
員
会
が
そ
れ

ぞ
れ
６
月
30
日
、
7
月
5
日

に
開
催
さ
れ
た（
7
面
）。
以

後
、
7
月
下
旬
に
か
け
て
各

委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
活
動

が
本
格
的
に
始
動
す
る
（
下

掲
）。

各
委
員
会
で
は
、
第
98
回

定
期
総
会
で
議
決
さ
れ
た
各

部
会
か
ら
の
要
望
内
容
を
踏

ま
え
て
作
成
し
た
要
望
書
を

協
議
・
決
定
し
、
同
総
会
で

採
択
さ
れ
た
会
長
決
議
と
併

せ
て
、
要
望
運
動
を
展
開
す

る
。

本 会 委 員 会 開 催 日 程本 会 委 員 会 開 催 日 程
日		時 委	員	会	名
6 月 30 日 第 158 回地方財政委員会

7月 5日 第 24 回国と地方の協議の場等に関す
る特別委員会

7月 7日 令和 4年度プラスチックごみ問題に関す
る特別委員会　第 1回委員会

7月 14 日 第 174 回社会文教委員会
7月 21 日 第 174 回建設運輸委員会
7月 26 日 第 162 回地方行政委員会
7月 27 日 第 174 回産業経済委員会

活
動
活
動  

本
格
始
動

本
格
始
動

本 会本 会
委員会委員会

令
和
令
和
４４
年
度
年
度

第98回定期総会議決事項の各委員会付託一覧
委員会

地
方
行
政

地
方
財
政

社
会
文
教

産
業
経
済

建
設
運
輸

【部会提出】
1 東日本大震災からの復旧・復興 〇 〇 〇 〇 〇
2 原子力発電所事故災害 〇 〇 〇 〇 〇
3 流域治水の着実な推進 〇 〇
4 一級河川江の川及び江の川水系の支川整備等 〇 〇 〇

5 新型コロナウイルスワクチン接種とＰＣＲ検査の推
進及び地域経済支援の拡充 〇 〇

6 地方経済活性化のための新型コロナウイルス感
染症対策及び経済対策への支援 〇 〇 〇

7 北方領土問題の早期解決等 〇
8 北朝鮮による拉致問題の早期解決 〇

9 日米地位協定の抜本的な改定及び在沖米軍基地の負担軽減 〇

10 国保総合システムの次期更改に対する国の財政支援 〇

11 民生委員・児童委員の担い手不足の解消に向けた制度の改正及び委員活動費の見直し 〇

12 待機児童解消に向けた人材確保施策の充実 〇
13 保育施設等の園外活動時の安全確保 〇 〇
14 出産育児一時金の増額 〇
15 出産育児一時金の増額 〇
16 出産育児一時金の増額 〇

17 こども家庭庁の創設による新たなこども政策の推進 〇

18 脱炭素社会の実現に向けた取組の支援 〇 〇
19 北海道の道路整備 〇
20 道路交通網の整備促進 〇
21 安全かつ円滑な道路ネットワークの整備 〇
22 四国８の字ネットワークの早期実現 〇
23 九州における高速交通網等の整備促進 〇
24 北海道新幹線の建設促進 〇
25 北陸新幹線の整備促進 〇
26 新幹線の整備促進 〇
27 放置空き家等対策の推進 〇

【会長提出】
1 多様な人材の市議会への参画促進 〇 〇 〇
2 ポストコロナを展望した地方行財政の充実 〇 〇 〇 〇 〇
3 新型コロナウイルス感染症対策 〇 〇 〇 〇 〇

4 頻発・激甚化する大規模災害等からの防災・減
災対策及び復旧・復興対策等 〇 〇 〇 〇 〇

5 東日本大震災からの復旧・復興 〇 〇 〇 〇 〇

議 決 事 項

委 員 会 付 託

第
26
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が

7
月
10
日
に
実
施
さ
れ
、
参
議
院
定

数
248
人
の
う
ち
125
議
席
を
争
っ
た
。

自
民
党
単
独
で
過
半
数
の
63
議
席

を
獲
得
し
、
与
党
（
自
民
党
、
公
明

党
）
で
は
76
議
席
を
確
保
し
た
。

岸
田
文
雄
首
相
は「
新
型
コ
ロ
ナ
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
価
格
高
騰
対
策
、
こ

う
し
た
大
き
な
課
題
に
し
っ
か
り
と

取
り
組
み
、
日
本
経
済
の
再
生
に
向

け
て
努
力
し
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

参議院選挙結果参議院選挙結果

国と地方の協議の場等に関する特別委員会（7月5日）

7/107/10
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第
158
回
地
方
財
政
委
員
会

一
般
財
源
総
額
確
保
・
充
実 

強
く
要
望

阿部地方財政委員長
（三条市）

地
方
財
政
委
員
会
（
委
員

長
＝
阿
部
銀
次
郎
三
条
市
議

会
議
長
）
は
６
月
30
日
、全
国

都
市
会
館
で
第
１
５
８
回
委

員
会
を
開
催
し
、
地
方
税・地

方
交
付
税
等
の
一
般
財
源
総

額
の
充
実
確
保
な
ど
を
求
め

る
要
望
書
を
決
定
し
た
。

冒
頭
、阿
部
委
員
長
、オ
ブ

ザ
ー
バ
と
し
て
出
席
し
た
田

中
晋
副
会
長
（
柏
市
議
会
議

長
）
か
ら
地
方
税
財
源
の
確

保
・
充
実
に
向
け
全
力
で
要

望
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く

旨
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
後
、

協
議
に
入
っ
た
。

協
議
で
は
、
地
方
財
政
対

策
に
関
す
る
要
望
書
を
決
定
。

定
期
総
会
の
会
長
提
出
決
議

事
項
に
加
え
、
①
地
方
税
財

政
②
地
方
債
計
画
③
地
方
公

営
企
業
④
国
庫
補
助
金
―
に

つ
い
て
要
望
し
て
い
る（
全
文

は
本
会
Ｈ
Ｐ
掲
載
）。

特
に
地
方
税
財
政
に
つ
い

て
は
、
地
方
自
治

体
が
今
後
も
安
定

的
に
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た

め
に
は
地
方
税
・

地
方
交
付
税
等
の

一
般
財
源
総
額
の

充
実
確
保
が
不

可
欠
で
あ
る
と
し
、

特
に
▽
地
方
税
・

地
方
交
付
税
等
一

般
財
源
総
額
の
確

国
と
地
方
協
議
の
場
等
特
別
委
員
会

今
後
の
活
動
方
針
了
承

保
・
充
実
▽
税
収
が
安
定
的

な
地
方
税
体
系
の
構
築
▽
商

業
地
に
係
る
固
定
資
産
税
の

特
例
措
置
の
今
年
度
限
り
の

終
了
―
な
ど
に
つ
い
て
重
点

事
項
と
し
て
強
く
要
望
し
て

い
る
。

地
方
債
計
画
の
項
で
は
、

今
年
度
か
ら
緊
急
浚
渫
推
進

古泉国と地方特委
委員長（新潟市）

「
国
と
地
方
の
協
議
の
場

等
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」

（
委
員
長
＝
古
泉
幸
一
新
潟

市
議
会
議
長
）
は
７
月
５

日
、
全
国
都
市
会
館
で
第
24

回
委
員
会
を
開
催
。
清
水
富

雄
本
会
会
長
（
横
浜
市
会
議

長
）
か
ら
来
年
度
予
算
編
成

に
向
け
た
今
後
の
活
動
方
針

な
ど
国
と
地
方
の
協
議
の
場

等
の
動
向
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
、
了
承
し
た
。

清
水
会
長
は
、
今
年
５
月

の
第
１
回
「
国
と
地
方
の
協

議
の
場
」
な
ど
で
の
こ
れ
ま

で
の
主
な
発
言
内
容
を
報
告

し
た
後
、
今
後
の
活
動
方
針

に
つ
い
て
①
地
方
財
政
対
策

②
デ
ジ
タ
ル
社
会
③
地
方
議

会
制
度
の
充
実
―
の
３
点
の

要
望
項
目
を
説
明
。

特
に
デ
ジ
タ
ル
社
会
へ
の

対
応
に
つ
い
て
は
、
▽
地
域

間
の
情
報
格
差
・
デ
ジ
タ
ル

格
差
が
生
じ
な
い
た
め
の
デ

ジ
タ
ル
基
盤
の
整
備
▽
専
門

的
な
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成

確
保
―
に
つ
い
て
要
望
す
る

と
し
た
。

協
議
終
了
後
に
は
、
内
閣

官
房
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国

家
構
想
実
現
会
議
事
務
局
の

内
田
幸
雄
審
議
官
か
ら
「
デ

ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想

が
目
指
す
も
の
～
デ
ジ
タ
ル

の
活
用
に
よ
る
地
方
の
３
つ

の
『
不
』（
不
便
・
不
安
・
不

利
）
の
解
消
～
」
と
の
テ
ー

マ
で
講
演
が
あ
っ
た
。

説明する清水会長
（横浜市）

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

川窪総務省自治税務局長（右から2人目）

地方財政委員会重点要望事項地方財政委員会重点要望事項

事
業
へ
の
財
政
支
援
を
要
望

項
目
と
し
て
追
加
し
た
。

ま
た
、
委
員
会
で
は
総
務

省
の
山
口
最
丈
自
治
税
務
局

企
画
課
長
か
ら
「
地
方
税
制

の
動
向
と
課
題
」、黒
野
嘉
之

同
省
自
治
財
政
局
交
付
税
課

長
か
ら
「
地
方
財
政
を
め
ぐ

る
最
近
の
動
向
」
と
題
し
て

そ
れ
ぞ
れ
説
明
が
あ
っ
た
。

委
員
会
終
了
後
、
阿
部
委

員
長
、
石
田
陽
一
副
委
員
長

（
下
野
市
議
会
議
長
）、
矢
野

雄
嗣
副
委
員
長
（
今
治
市
議

会
議
長
）
は
政
府
に
対
し
て

要
望
活
動
を
実
施
。
川
窪
俊

広
総
務
省
自
治
税
務
局
長
に

面
談
要
望
を
行
っ
た
。

⑴一般財源総額の確保・充実、臨時財政
対策債の縮減・償還財源確保

⑵地方交付税の総額確保等
⑶新型コロナウイルス感染症対応地方創

生臨時交付金・新型コロナウイルス感染症
緊急包括支援交付金の所要額確保・対象
事業の拡充、地方創生臨時交付金の市町
村への速やかな交付

⑷地方自治体が機動的かつきめ細やかに
対策を実施可能な地方財政措置

⑸地方税制の拡充強化、税源の偏在性が
小さく税収が安定的な地方税体系の構
築等

⑹固定資産税の安定的確保、制度の根幹
に影響を与える見直しは断じて行わな
いこと、現行の特例措置等の期限の到
来をもっての確実な終了

⑺自動車関係税の見直しにあたり地方財
政に影響が及ばないようにすること

⑻電気供給業、ガス供給業などに対する
収入金額課税の現行制度維持

⑼ゴルフ場利用税の現行制度堅持
⑽公共施設等適正管理推進事業費の十分

な財源確保
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第第１7１7回回

デジタルが開く地方議会の未来デジタルが開く地方議会の未来
参 加 申 込 受 付 期 間

タブレットタブレット
スマートフォンスマートフォン
対応対応

全国市議会議長会

第１日 10月19日（水）
11:30	 開場・受付
13:00	 開会式
13:20	 第1部 基調講演
	 「コロナ後の地域経済」（予定）
	 冨山 和彦
	 株式会社経営共創基盤（IGPI）グループ会長
	 株式会社日本共創プラットフオ—ム（JPiX)	
	 代表取締役社長	
14:20	 休　憩
14:40	 第2部 パネルディスカッション
	 「地方議会のデジタル化の意義と課題」
	 （予定）
	 	コーディネーター
	 人羅 　格	 毎日新聞社論説委員
	 　パ	ネ	リ	ス	ト
	 岩﨑 尚子	 早稲田大学電子政府・自治体
	 	 研究所教授
	 牧原　 出	 東京大学先端科学技術研究
	 	 センター教授
	 湯淺 墾道	 明治大学公共政策大学院
	 	 ガバナンス研究科教授
	 寺沢さゆり	長野市議会議長
16:40	 次期開催地挨拶
16:50	 終　了
17:30	 第3部 意見交換会
18:30	 終　了

第２日 10月20日（木） 
		8:30	 開　場
		9:00	 第４部 課題討議
	 「地方議会のデジタル化の取組報告」（予定）
	 	コーディネーター
	 谷口 尚子	 慶應義塾大学大学院システム
	 	 デザイン・マネジメント研究科教授
	 　事	例	報	告	市	
	 取手市、可児市、西脇市
11:00	 閉会式
11:30	 第5部 視察（希望者のみ）

本会は、第17回研究フォーラムを令和４年10月19日(水)、20日(木)の	
２日間にわたり長野市の「ホクト文化ホール」において開催します。
研究フォーラムへの参加申込み等、詳細については、本会ホームページに
掲載しております。

•申込期間（議長を含めたすべての対象者）
７月19日（火）10:00	～	7 月 29日（金）17:00
（先着順ではありません）
※申込者が定員を超えた場合、抽選（申込時に議長優先を選択した議長は、
抽選対象外となります。）

•申込方法
インターネットによるお申込み方法
※本会ホームページ掲載の「参加申込フォーム」より、画面の内容にした
がって、お申込み手続きをお願いいたします。
⇨	https://www.si-gichokai.jp/forum/

お問い合わせ
全国市議会議長会　企画議事部
電話 ０３－３２６２－２３０３（直通）
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）
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